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○スピードダウン
・道路状況に応じた安全速度の選択
・特に下り坂のスピードに十分注意！

○基本運転の徹底
・交差点右左折時の最徐行又は一時停止による安全確認、
踏切や一時停止での確実な停止と安全確認、適正な車間距離保持等

○冬道に合ったハンドル操作、ブレーキング
・急ハンドル、急ブレーキは、スリップや横滑り等の原因
・コーナリング中の急ブレーキ等は滑走スリップ、ジャックナイフ等の原因になるため、
カーブ手前での十分なスピードダウンが必要

○道路状況、気象情報の把握
・道路状況、気象状況を把握し運行管理者等とルートを検討
・吹雪等の視界不良時の車間距離保持と慎重な運転
・峠の通行やスタック等に備えタイヤチェーン、スコップ等を常備

○シートベルトの確実な着用
事故時の衝撃力等で乗務員が車外に投げ出される危険性がある

○飲酒運転の根絶
・自らしない、同僚にさせない、飲酒運転を許さない、そして見ぬふりしない

○車両管理の徹底
・特にディスク・ホイールの取付状況、ホイール・ナットの緩みを確認
・車両火災につながる「前兆」を意識し、異常を感じた時は報告
※前兆→加速の良し悪し、ブレーキの効き具合、ハンドルの異常振動、

異音や異臭、白煙、黒煙の発生、ヒューズ切れ、警告灯点灯 等

国道 軽トラがガードレールに接触 後続車が追突
軽トラは対向車線に飛び出し、乗用車と衝突

この事故を見て止まった乗用車に、別の乗用車が追突
◇前方で・・・何が起こるかわかりません 車間距離を十分にとりましょう◇

２０２２／１１／３０（水） １１：０２
３０日午前５時半ごろ、兵庫県の国道で、車と単車の計３台が絡む事故があった。また、この事故をわき見した

とみられる乗用車２台の追突事故もあった。１人が軽傷。警察によると、国道を東進していた軽トラックがガー
ドレールに接触し、そこに後続の単車が追突。軽トラックははずみで対向車線に飛び出し、乗用車と接触した。
この事故を見て止まった乗用車に、別の乗用車が追突した。軽トラックの男性が軽傷を負ったという。

軽トラが対向車線にはみ出し 大型トラックと正面衝突
軽トラ大破、運転していた男性が死亡

軽トラは、下り車線を走行 大型トラックは、登坂車線を走行
◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い！◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２２／１１／２８（月） ２１：０３
２８日午前１０時前、島根県の国道で、男性（７３）の軽トラックと、運転手の男性（４７）の大型トラックが正面衝

突した。軽トラックが大破し、男性が胸などを強く打ち死亡した。大型トラックの男性は右足に軽いけが。警察
によると、現場は見通しの良い直線で、中央線がある。下り坂を走っていた軽トラックが中央線を越えたとみて
いる。大型トラックは登坂車線の左車線を走行中だった。現場は事故処理のため全面通行止めを含め約１時間４
０分にわたり通行規制がありました。

深夜11時 交差点、曲がり切れず 信号機に衝突
酒気帯び運転の疑いで、74歳の男を逮捕

◇飲酒運転は職も金も免許もなくす。なのになぜやる？◇
◇『飲酒運転』･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇

２０２２／１１／２８（月） ９：３８
２６日午後１１時ごろ、静岡県の国道で、酒気を帯びて乗用車を運転した疑いで７４歳の男が逮捕されました。警察

によりますと乗用車が交差点を曲がり切れず信号機の柱にぶつかるところを見た目撃者の通報を受け、警察官が
現場に駆けつけたところ、乗用車だけ残され運転手はいなかったということです。警察が乗用車の持ち主を探す
中で容疑者を割り出し、呼気を調べたところ基準を上回るアルコールが検出された乗用車ということです。


